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要旨 

2020 年頃から小笠原諸島父島において希少種や固有種を含む多数の植物種にカタカイガラムシ科

のカイガラムシの付着とすす病の被害が確認されるようになり、影響が懸念された。そこで2022年と

2023 年に父島および母島で本カイガラムシを採取・同定し、寄主植物と分布を調査した。その結果、

本種は外来種ルビーロウムシであると判明し、17固有種を含む20科28植物種上に確認された。父島

では広域に分布したが、母島では個体数、発見場所ともに限定的であった。すす病被害は父島では激

しかったが、母島ではほとんど認められなかった。過去の文献情報より、ルビーロウムシは父島には

2003年以降に侵入定着したものと考えられた。 
 
キーワード 
 小笠原諸島、カイガラムシ、固有種、すす病 
 
１．はじめに 
外来の昆虫が侵入先の植物に対して大きな被害を与えた例は枚挙にいとまがない。最近の日本での

例としては、外来のカミキリムシであるクビアカツヤカミキリ、ツヤハダゴマダラカミキリ、サビイ

ロクワカミキリが日本に侵入・定着し、在来の樹木や果樹に大きな被害を与えている。クビアカツヤ

カミキリは2018年に、その他の2種は2023年に、それぞれ特定外来種に指定された（環境省、2023）。
また、東南アジア原産のマルカイガラムシ科のカイガラムシの1種（Aulacaspis yasumatsui Takagi, 1977）
が奄美大島に侵入し、自生のソテツの大量枯死を引き起こしている（Takagi, 2023; 高梨、2023）。 
小笠原諸島は本州から 1,000 km 南方の太平洋上に散在する 30 ほどの島々からなっている。それら

は大陸と地続きになったことのない海洋島である。本諸島に分布する高等植物の約40%は固有種と言

われており（Kobayashi, 1978; Kobayashi & Ono, 1987）、木本の固有率はさらに高く約70%にのぼるとさ

れる（伊藤、1992）。本諸島では、開発や外来動植物の侵入定着に伴う影響を受け、多数の在来植物種

が絶滅に瀕している（環境省、2020）。さらに、気候変動による大型台風の襲来や極端な夏の乾燥は、

多くの植物種（なかでも乾性低木林を構成する植物種）に大きなストレスとなっている（Nakamura et 
al., 2021）。外来の植食性昆虫が小笠原諸島に侵入定着すると、大きな被害を引き起こす可能性が高い。 
我々は2013年から年に1、2回の頻度で（ただし2020、2021年をのぞく）、樹木病害、特に南根腐

病を対象として父島及び母島で調査をおこなってきた。調査の過程で、父島の東平周辺においてすす

病が多発し、カタカイガラムシ科（Coccidae）のカイガラムシが生息していることを2014年11月の時

点で確認していた。年を追うごとに東平周辺においてすす病被害と本カイガラムシの付着は増加し、

その他の地域においても頻繁に観察されるようになった。 
すす病は、病原菌が宿主植物体表面に黒褐色の菌糸を伸長して黒色の菌そうを形成し、これが緑葉

や若い茎枝の表面を覆い、一見してすすをかぶったように見える植物病害である。すす病菌類は、子

嚢菌の仲間で、植物組織に吸器を侵入させて養分を吸収する寄生性のグループ（Meliolaceae, 
Asterinaceae, Englerulaceae, Parodiopsidaceaeの科に属する菌類）（Dubey et al., 2022）と、吸汁性昆虫が排

泄する甘露などを餌資源として利用して繁殖し、植物表面を被覆する腐生性のグループ

（Antennulariellaceae, Capnodiaceae, Chaetothyriaceae, Coccodiniaceae, Euantennariaceae, Metacapnodiaceae, 
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Trichomeriaceaeなどの科に属する菌類）（Chomnunti et al., 2014） に大別される。寄生性のグループは

宿主範囲が限定的で、寄生を受けた葉は次第に衰弱し落葉する（小林、1986）。腐生性のグループは宿

主植物から直接栄養を摂取することはないが、葉面を全面被覆することもまれではなく、宿主植物の

光合成機能を低下させるとともに、はなはだしい場合は落葉させ（小林、1986）、植物の衰退枯死の原

因となる。腐生性のすす病の対策は、先行発生するカイガラムシ等の吸汁性昆虫を防除することにつ

きる（小林、1986）。 
そこで本研究では、小笠原におけるカイガラムシとすす病の生態系被害軽減を目的とし、父島で多

発するカタカイガラムシ科のカイガラムシを同定し、小笠原父島および母島における現時点での本カ

イガラムシの寄主植物とその分布を調査した。 
 
２．材料と方法 
調査は2022年3月10日～19日、2022年11月2日～19日、2023年11月2日～19日に、父島と母

島において実施した。調査場所は、筆者らが設置している南根腐病の調査プロット約40か所と、移動

ルートである自然公園内の歩道、小笠原諸島森林生態系保護地域の利用ルートである。植物上に付着

しているカイガラムシを目視で確認し、寄主植物の生息位置、植物の種名、すす病発生の有無を記録

した。同地域、同一ルート上であれば、同じ植物種については記録せず、異なる植物種を記録するよ

うにした。地域とルートが異なる場合には、同じ植物種であっても記録した。2022年3月および11月
の調査では、カイガラムシが付着した植物サンプルを採取し持ち帰り、田中（2014）の方法でプレパ

ラートを作成し位相差顕微鏡下で観察することによって同定した 。2023 年の調査では、現地での外

観判断で識別を行った。外観で判断が難しいサンプルについては、採取して顕微鏡によって同定した。 
 

３．結果 
父島および母島で採取されたカタカイガラムシ科のカイガラムシは、顕微鏡観察により各脚の脛節

とふ節が融合すること、腹面に管状分泌管を持たないこと、気門嵌入部の気門刺毛は大半がドーム状

であることなどでルビーロウムシCeroplastes rubens Maskell, 1893と同定された。ルビーロウムシの属

するロウムシ属（Ceroplastes Gray, 1828）には、日本産種が5種報告されており（田中、2024）、いずれ

も虫体が糊状あるいは粘土状のやや水けを含んだロウ物質で覆われ、背面は多少ともドーム状をなす

ことが特徴である（河合、1980）。ルビーロウムシは、虫体を覆うロウ物質はアズキ色で比較的硬く、

大きさが 4-5 mm である（河合、1980）点で他のロウムシ属種と異なり、外観からの識別が可能であ

る。 
2年間の調査で、ルビーロウムシは20科28植物種に確認された。そのうち17種が固有種であった

（表1）。ルビーロウムシは父島と母島の両方で確認されたが、母島においては、4地点（元町1地点、

東山の3地点）のみから確認された。母島元町のテリハボク Calophyllum inophyllum（図1、図2E）に

は、2022年3月と11月には確認されたが、2023年11月には確認できなかった。腐生性のすす病につ

いては、父島ではルビーロウムシが付着する植物のほぼすべてにおいて発生が認められたが、母島に

おいてはほとんど認められなかった（図2F）。寄生性のすす病（図2C）の発生は父島でも母島でも認

められた。 
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４．考察 
  本研究で、父島で多発しているカイガラムシが、これまで小笠原群島では記録されていないルビー

ロウムシであることが判明した。本種は 84 科 193 属にもわたる植物を加害する多食性の侵略的外来

種で、58の国と地域に分布が確認されている（García Morales et al., 2016）。過去には我が国の本土地域

および南西諸島に侵入し、柑橘栽培に大害を与えたほか、在来植生にも大きな被害を与えた（河合、

1980）。本種には有力な天敵寄生蜂が知られているが（河合、1980）、その小笠原での分布状況は不明

であるため、ルビーロウムシの小笠原諸島の生態系に与える影響が現在強く懸念される状況にある。

ルビーロウムシは父島内で広範囲に分布し多くの植物種に寄生していた。母島の個体数は父島よりは

低密度に抑えられていると考えられたが、母島でも、西台線大沢海岸、長浜指定ルート、乳房山、南

崎で確認されている（向 哲嗣氏による私信、2023）。父島母島以外では、兄島、向島、妹島、姪島で

確認されているとの情報がある（向 哲嗣氏による私信、2023）。小笠原諸島において、カイガラムシ

類の調査は20世紀初め（Kuwana, 1909）、1968年の日本復帰後（Kawai et al., 1971; 河合、1987）に実

施されている。その後の文献においても、各種カイガラムシの記載はあるが（河合、2003）ルビーロ

ウムシの記録はない。なお、Kawai et al.（1971）は、小笠原諸島のロウムシ属のカイガラムシとして

は、フロリダロウムシ Ceroplastes floridensis Comstock, 1881を報告している。また、現在小笠原諸島に

はフジツボロウムシ Ceroplastes cirripediformis Comstock, 1881も分布している（河合、2003）。父島及

び母島には継続してカイガラムシの侵入が続いている状況にあると思われることから、カイガラムシ

類の調査が必要である。 
腐生性すす病菌類については、1990～1991年の調査で、母島元地においてLeptoxyphium sp. がクジ

ャクヤシCaryota urensおよび広葉樹から採取された記録がある（佐藤ほか、1992）。また、2013年12
月に父島傘山においてPhragmocapnias sp. がムニンネズミモチ Ligustrum micranthum から採取された

記録がある（佐藤ほか、2016）。 
すす病の被害は、2017 年8月に東平および中央山においてオオミノトベラ Pittosporum boninense var. 

chichijimense、オガサワラモクレイシ Geniostma glabrum、シマカナメモチ Photinia wrightiana、シマモ

クセイ Osmanthus insularis、チチジマクロキ Symplocos pergracilis、ムニンシャシャンボ Vaccinium 
boninense などの低木性樹種を中心とした多数の希少種で確認されている（小笠原自然情報センター、

2020）。これらに発生しているすす病は、資料中の写真より腐生性すす病だと判断できる。同資料には、

1976年から10年おきに継続調査している中央山東平の永久方形区において、「これらの希少種はこの

41年間で個体数が激減しているが、2007年までの調査ではこのような現象（すす病の発生）はなかっ

た」との記述がある。また、兄島について「2018 年 10 月にヒメフトモモの樹幹が軒並み真っ黒にな

っていた。2019年8月には状況はだいぶ改善している様子」との記述がある。 
小栗・石坂（2022）は、2021 年 3 月に父島の東平周辺のムニンヒサカキ Eurya boninensis にすす病

の症状とカイガラムシ類の付着を確認している。この場所でのすす病およびカイガラムシ被害は大井

ほか（1998）では言及されていない。母島長浜地区に分布するムニンヒサカキには、すす病の被害は

確認されていない（小栗・石坂、2022）。 
すす病菌類の菌叢内に形成される分生子や子嚢胞子は風に乗って伝搬し、また、分生子や菌糸片が

甘露に集まるハチ、アリ、ハエなどの昆虫類によっても運ばれることから（小林、1986）、ルビーロウ

ムシの分布域にはいずれ、すす病が発生すると予想される。 
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 ルビーロウムシ、すす病菌、すす病の発生情報等の記録を統合すると、父島においては、ルビーロ

ウムシは 2003 年以降に侵入定着し、2013 年ごろには東平などに広く定着していたと考えられる。近

年になってすす病被害が広く認知されるようになった父島であるが、ルビーロウムシ、すす病の発生

状況には波があるように思われる。ルビーロウムシの発生の多寡が、台風の影響などで寄生している

葉や枝などが吹き飛ばされたりするためなのか、あるいはルビーロウムシの天敵の寄生蜂によるもの

なのか、まったく別の要因なのか、さらなる調査と対策が必要である。 
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表１．ルビーロウムシの寄生植物と採取場所 

Table 1. Host plant species and collection sites of pink wax scale 
 
 
 
  

科名* 科名* 和名* 学名* 固有種** 確認年 島 位置***

アカテツ科 Sapotaceae アカテツ Planchonella obovata 2022 父 6, 12

アカネ科 Rubiaceae オガサワラクチナシ Gardenia boninensis 固有種 2022 父 18

ウラボシ科 Polypodiaceae ホソバクリハラン Lepisorus boninensis 固有種 2023 父 2, 4

オシダ科 Dryopterisidaceae キンモウイノデ Ctenitis lepigera 2023 父 14, 25

キョウチクトウ科 Apocynaceae オキナワテイカカズラ
Trachelospermum asiaticum  var.
liukiuense

2023 父 11

キョウチクトウ科 Apocynaceae ヤロード Ochrosia nakaiana 固有種 2022 父 6

クスノキ科 Lauraceae オガサワラシロダモ
  (ムニンシロダモ）

Neolitsea boninensis 固有種 2022 父 15

クスノキ科 Lauraceae コブガシ Machilus kobu 固有種 2023 父 5, 6, 19, 20

クスノキ科 Lauraceae コヤブニッケイ Cinnamomum pseudopedunculatum 固有種 2023 父 9

クスノキ科 Lauraceae オガサワラアオグス
（ムニンイヌグス）

Machilus boninensis 固有種
2022,
2023 父, 母 16, 29

コミカンソウ科 Phyllanthaceae アカギ Bischofia javanica 2023 父 6, 20

サクラソウ科 Primulaceae モクタチバナ Ardisia sieboldii 2023 父 14

シソ科 Lamiaceae オオバシマムラサキ Callicarpa subpubescens 固有種 2022 父 14

ツバキ科 Theaceae ヒメツバキ Schima wallichii  subsp. mertensiana 固有種
2022,
2023 父, 母

1, 3, 6, 7, 10,
11, 14, 16, 20,
21, 22, 23, 26, 28

テリハボク科 Clusiaceae テリハボク Calophyllum inophyllum 2022 母 30

ノボタン科 Melastomataceae ムニンノボタン
Melastoma tetramerum  var.
tetramerum 固有種 2023 父 17

バラ科 Rosaceae カンヒザクラ Cerasus campanulata 2023 父 20

バラ科 Rosaceae シャリンバイ Rhaphiolepis indica . var. umbellata 2022,
2023 父, 母 6, 8, 12, 27

フサシダ科 Schizaeaceae フサシダ Schizaea digitata 2022 父 18, 24

フトモモ科 Myrtaceae テリハバンジロウ
（キバンジロウ）

Psidium cattleyanum 2023 父 24

フトモモ科 Myrtaceae ヒメフトモモ Syzygium cleyerifolium 固有種
2022,
2023 父, 母 6, 12, 16, 20, 23, 27

ヘゴ科 Cyatheaceae メヘゴ Cyathea ogurae 固有種 2022 父 22から24の間

マンサク科 Hamamelidaceae シマイスノキ Distylium lepidotum 固有種 2023 父 16

ミカン科 Rutaceae シロテツ Melicope quadrilocularis 固有種 2023 父 10, 12, 13, 14

モチノキ科 Aquifoliaceae シマモチ Ilex mertensii 固有種 2022 父 16, 18

モチノキ科 Aquifoliaceae ムニンイヌツゲ Ilex matanoana 固有種 2023 父 16

ヤシ科 Arecaceae クロツグ Arenga engleri 2023 父 16

ヤシ科 Arecaceae ノヤシ Clinostigma savoryanum 固有種 2023 父 14

***：図1の番号に対応する。下線は母島

*：植物和名ｰ学名インデックス Ylist ( http://www.ylist.info/, 最終閲覧日: 2024年1月31日)の表記に従った。括弧内は豊田(2014）の表記を示した。

**：豊田(2014) に従った。
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図１．ルビーロウムシの採取場所 

Figure 1. Collection sites of pink wax scale.  
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図２．父島および母島で確認されたルビーロウムシ 
A: ホソバクリハラン（父島）、B: ムニンノボタン（父島）、C:オガサワラアオグス（ムニンイヌグス、

母島）。寄生性すす病がみられる。D: アカギ（父島）、E: テリハボク（母島）。わずかに腐生性すす病

が見られる。Ｆ：ヒメフトモモ（母島）。ルビーロウムシの甘露にアリが来ている。すす病は認められ

ない。 
 

Figure 2. Pink wax scale found in this study on Chichi-jima and Haha-jima Islands 
A: Lepisorus boninensis (Chichi-jima), B: Melastoma tetramerum var. tetramerum (Chichi-jima), C: Machilus 
boninensis (Haha-jima) with black mildew, D: Bischofia javanica (Chichi-jima), E: Calophyllum inophyllum (Haha-
jima) with slight sooty mold, F: Syzygium cleyerifolium (Haha-jima) . Ants are coming to lick the honeydew. 
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Host plants and distribution of the exotic pink wax scale (Ceroplastes rubens) 
on Chichi-jima and Haha-jima Islands 
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Around 2020, a number of plant species, including rare and endemic species, have been observed to be 
infested with a scale insect of the family Coccidae and damaged by sooty mold on Chichi-jima Island in the 
Ogasawara Islands, raising concerns about the impact of the disease. In 2022 and 2023, we collected the scales 
on Chichi-jima and Haha-jima Islands, and surveyed the host plants and distribution. As a result, this species 
was identified as an invasive pink wax scale, and was found on 28 plant species in 20 families, including 17 
endemic species. On Chichi-jima Island, the species was widely distributed, but on Haha-jima Island, their 
numbers were low and distribution was limited. Sooty mold damage was severe on Chichi-jima Island, but 
almost none on Haha-jima Island. Considering past records, pink wax scale is thought to have invaded and 
established itself after 2003. 
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Endemic species, the Ogasawara Islands, Scale insect, Sooty mold 
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